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孟兄

苑

戦
時
経
済
に
於
け
る
完
全
操
業
度

大

塚

朗

完
全
操
業
度
に
針
す
、
る
二
つ
の
見
方

企
業
白
完
全
操
業
、
ミ
。
5
0白
茸
怠
恒
国
関
)
又
は
適
正
操
業
、

守口
E]L222宮
是
と
は
、
企
業
白
岡
忠
設
備
的
生
産
財

が
一
定
の
規
模
に
保
た
れ
左
が
ら
、
流
動
的
生
産
財
の
加
減
に

土
つ
で
一
期
間
白
生
産
量
が
縫
動
せ
し
め
ら
れ
万
揚
合
に
、
奥

へ
ら
れ
た
生
産
要
素
慣
格
白
下
で
最
低
車
位
生
産
費
を
保
設
し

得
る
生
産
量
が
賓
現
さ
れ
て
ゐ
る
企
業
献
態
を
意
味
す
る
と
と

で、

E
れ
は
最
早
い
は
官
通
念
に
な
っ
て
ゐ
る
。
か
ミ
る
企
業

病
動
朕
態
度
の
遁
求
が
闘
民
経
済
的
就
中
戦
時
経
済
的
公
径
の

見
地
か
ら
如
何
陀
批
判
さ
る
べ
茸
か
は
興
味
る
る
問
題
だ
が
、

議
で
は
己
れ
に
関
す
る
ベ
ス
デ
及
び
ザ
ン
デ
イ
ツ
ヒ

D
封
立
意

職
時
経
済
に
於
け
る
完
全
操
業
度

見
の
指
摘
を
機
舎
に
、
右
に
就
て
の
私
見
を
遁
べ
て
見
た
い
。
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附
均
一
叩

叫
し
同
曲

目
町

V

出
品
汀

恒
凶

d

M
白
地

経
済
的
重
要
一
需
要
を
最
も
一
経
済
的
危
る
生
産
、
帥
ち
可
能
的
一
一
目
軍
部
白
川

小
単
位
費
用
を
件
ふ
生
産
に
よ
っ
て
浦
足
せ
し
む
る
E
Eと
に
あ
刷
出
白
川

E
B
'
E
 

る
。
以
上
二
つ
の
相
異
る
任
務
は
操
業
度
の
決
定
を
縫
っ
て
互

1
川門広
t

E

Z

 

に
矛
盾
す
る
結
果
に
達
す
る
ロ
蓋
し
、
利
潤
主
義
は
必
然
的
民
、
向
暗
叫
九

屡
』
過
小
或
は
過
大
の
操
業
度
目
標
を
要
請
す
る
が
、
完
全
操
r
E
h
a
h

薬
度
か
ら
布
離
せ
る
こ
れ
ら
の
操
業
度
は
奥
べ
ら
れ
た
基
礎
構

1

第
五
十
四
巻

先
づ
ベ
ス
テ
は
企
業
が
国
民
経
済
的
需
要
を
満
足
せ
し
む
べ

き
任
務
を
指
ふ
も
の
で
あ
る
と
の
見
地
か
ら
は
、
右
の
完
全
操

業
度
己
そ
、
企
業
活
動
の
目
標
で
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
と
主
張
す

渇
。
と
れ

ι劃
し
て
ザ
V
デ
イ
ツ

E
は
企
業
自
信
の
利
益
め
立

揚
か
ら
E
そ
完
全
操
業
皮
は
企
業
活
動
の
息
棋
と
た
り
得
る
貯

れ
E
も
、
困
民
経
済
、
就
中
戦
時
経
済
的
闘
係
の
よ
か
ら
見
れ

ば
‘
企
業
が
完
全
操
業
度
を
目
標
と
す
昂
乙
と
は
、
企
業
の
在

り
方
主
会
議
と
矛
盾
す
る
方
向
に
導
〈
結
果
を
招
〈
と
非
難
す

る
の
で
あ
る
。

ベ
ス
テ
白
論
擦
の
要
新
は
概
略
突
の
如
マ
で
あ
る
。
企
業
の

任
務
は
可
能
的
最
高
利
潤
の
寅
現
に
あ
る
の
で
は
危
〈
、
聞
民

囲

E
七

第
四
続

ブb

一、

2l 



， 

職
時
経
済
に
於
け
る
完
全
操
業
度

遣
に
於
て
の
可
能
的
最
小
費
問
生
産
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
。
然

る
に
完
全
操
業
度
は
企
業
が
興
へ
ら
れ
た
岡
定
設
備
的
規
模
の

下
で
、
そ
の
生
産
能
力
を
最
も
粧
済
的
に
利
用
す
る
生
産
、
従

っ
て
可
能
的
最
小
費
別
主
以
で
す
る
生
産
を
賓
現
し
得
る
震
の

僚
件
で
あ
b
o
印
ち
、
企
業
は
完
全
操
業
度
を
維
持
す
る
己
と

に
よ
っ
て
、
興
へ
ら
れ
た
生
産
手
段
を
闇
民
経
済
的
需
要
の
湖

用足
すと
るい
己よ、

と闘
が布
出 1"
来務
fるの

の鴻
--r: t亡
あ最
るも
。経

済
自~
に

最

も
有
殺
に
利

己
れ
に
叫
劃
し
て
、
ザ
ン
デ
イ
?
ヒ
は
弐
白
如
き
要
旨
の
論
擦

に
立
っ
て
ベ
ス
テ
の
完
全
操
業
度
目
標
設
に
反
動
ず
る
。
完
全

¥
 

操
業
度
目
標
は
箇
々
の
企
業
に
於
け
る
現
有
従
業
者
の
維
持
並
k

に
企
業
白
物
的
要
素
由
可
能
的
最
高
利
用
と
い
ふ
利
己
的
目
的

に
謹
障
す
る
同
様
で
あ
る
に
過
ぎ
た
い
。
か
く
パ
筒
士
山
企

業
が
完
全
操
業
民
主
目
標
と
し
て
己
れ
が
寅
現
の
鋳
に
凡
有
J

る，

手
段
を
用
ゆ
る
と
と
は
、
企
業
自
慢
由
利
盆
の
見
地
か
ら
す
る

か
ぎ
骨
で
充
分
D
理
由
主
有

L
、
且
つ
自
由
主
義
的
経
済
時
代

忙
於
で
は
そ
れ
が
原
現
的
に
認
め
ら
れ
も
し
、
又
制
度
的
に
も

許
さ
れ
で
ゐ
た
と
己
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
岡
民
経
済
的
、
就

四
五
八

ブし
凶

第
五
十
四
巻

中
戦
時
経
済
的
公
袋
白
見
地
か
ら
す
れ
一
ば
、
企
業
が
完
全
操
業

度
を
目
標
に
し

τそ
白
矯
に
凡
有
る
手
段
を
澗
ゆ
る
己
主
ぷ
、

原
理
的
に
受
賞
?
も
な
〈
、
又
統
制
の
強
化
に
よ
9
て
そ
れ
は

第
四
韓

制
度
的
に
許
さ
れ
も
し
た
い
の
で
あ
る
。
た
と
へ
ば
、
シ
品

7

1
レ
ン
パ
ワ
ハ
等
濁
逸
経
営
由
宇
の
一
振
が
完
全
操
業
度
目
標
賓

現
の
手
段
と
し
て
熱
心
に
主
張
し
来
れ
る
所
謂
限
界
費
債
格
政

策
も
、
債
格
統
制
々
度
の
下
で
は
そ
の
蓮
周
を
制
限
さ
れ
て
ゐ

/
ナ
る
o

完
全
操
業
度
目
標
を
認
め
る
己
と
が
戟
時
経
済
的
公
径
と

一一一一」一一一一一一一一一

矛
盾
し
て
不
都
合
を
生
や
る
闘
係
を
更
に
具
慌
的
に
考
察
す
れ

ば
、
吠
の
諸
馳
に
注
意
す
る
こ
と
が
同
容
る
。

第
一
に
、
企
業
の
生
産
量
に
閥
ず
る
方
面
よ
り
見
る
に
、
完

全
操
業
度
目
標
主
是
認
す
れ
ば
、
戦
時
経
済
下
で
た
と
へ
ぽ
民

需
の
歴
迫
又
は
制
限
に
よ
っ
て
閥
係
企
業
が
操
業
不
足
に
陥
る

揚
合
に
、
首
該
企
業
が
そ
の
歯
時
の
園
民
経
済
的
公
毎
閥
係
の

何
た
る
か
を
願
る
と
と
な
く
、
凡
有
る
手
段
就
中
限
界
費
債
格

〆

/

政
策
に
よ
っ
て
自
己
θ
完
全
操
業
度
維
持
の
矯
に
需
要
常
刺
戟

し
て
己
れ
を
我
が
手
に
掻
き
集
め
ん
と
す
る
態
度
に
出
る
の
を

持
さ
ね
ば
な
ら
友
そ
な
る
。
史
に
又
、
需
要
が
膨
脹
し
て
温
度



操
業
が
現
は
れ
た
揚
合
に
、
そ
れ
が
軍
需
等
閑
家
的
重
要
需
要

¥ 

で
あ
っ
て
も
、
企
業
が
自
己
の
完
全
操
業
皮
を
維
持
せ
ん
鋳
に

限
界
費
羽
持
等
の
手
段
に
よ
っ
て
そ
白
需
要
の
抑
制
を
欲
す
る

に
謝
し
、
と
れ
を
非
議
し
得
ざ
る
主
揚
に
陥
る
。

第
一
一
に
、
生
産
要
素
に
闘
す
る
方
面
よ
り
見
る
に
、
た
と
へ

ば
戦
時
統
制
経
済
下
で
生
産
要
素
の
京
描
主
義
的
配
給
統
制
が

行
は
れ
、
そ
の
結
果
民
需
産
業
に
従
事
す
る
企
業
が
白
色
白
完

卒
操
業
度
を
維
持
す
る
に
足
る
だ
け
の
持
力
、
資
材
等
を
得
ら

れ
な
〈
て
不
足
操
業
度
に
陥
る
揚
合
に
も
、
完
全
操
業
度
目
標

の
是
認
は
、
企
業
が
専
ら
自
己
の
立
揚
白
み
に
執
着
し
、
手
段
を

虫
惜
し
て
生
慌
要
素
の
挫
苦
集
め
に
奔
走
す
る
こ
と
を
許
さ
ね
ば

詮
ら
た
く
在
る
。
更
に
又
、
他
方
か
ら
見
れ
ば
、
軍
国
而
等
緊
急

需
要
が
膨
脹
し
て
、
温
度
操
業
を
導
く
揚
合
に
企
業
が
専
ら
遇

磨
操
業
か
ら
の
離
脱
を
迫
求
1
旬
、
積
極
的
に
需
要
D
満
足
に

貢
献
す
る
こ
と
を
忘
れ
、
従
つ
で
過
渡
的
に
は
温
度
操
業
を
も

忍
ぴ
、
長
期
的
に
は
企
業
白
規
模
の
撰
張
を
企
て
る
と
い
ふ
後
・

展
的
方
向
を
避
け
る
態
度
を
と
る
こ
と
を
も
認
め
ざ
る
を
得
な

い
仕
儀
と
在
る
。

戦
時
経
済
に
酔
け
5
完
全
操
業
医

完
全
操
業
度
目
標
の
震
に
企
業
が
企
て
る
以
上
の
如
青
諸
方

策
は
、
凡
て
園
民
経
済
的
就
中
戦
時
経
済
的
公
径
を
従
ー
と
し
、

と
れ
を
企
業
が
主
と
す
る
と
と
ろ
の
自
己
の
利
袋
に
随
従
せ
し

む
る
意
味
白
も
の
一
で
あ
る
。
故
に
、
経
済
統
制
は
企
業
が
自
己

白
完
全
操
業
度
維
持
の
矯
に
使
用
せ
ん
と
す
る
諸
手
段
を
械
度

に
制
限
し
て
そ
白
貫
一
行
を
不
可
能
た
も
の
に
し
て
ゐ
る
。
ザ
ン

デ
イ
ツ
ヒ
は
以
上
の
知
音
直
吉
田
を
以
て
ベ
ス
ず
の
完
全
操
業
度

目
標
視
に
反
謝
す
る
。
/

=

完

全

操

業

度

の

是

非

公
益
的
見
地
か
ら
見

τ.
企
業
の
完
全
操
業
皮
は
是
非
果

L

で
勃
れ
で
あ
ら
う
か
。
戦
時
経
済
に
於
て
軍
需
充
賓
を
基
嶋
中
K

せ
る
粧
済
統
制
が
消
費
規
制
や
生
産
要
素
配
給
統
制
等
に
よ
っ

て
民
需
企
業
の
生
産
に
摩
迫
、
乃
至
制
限
を
加
へ
る
に
至
る
の

は
必
然
白
成
行
'
で
あ
る
。
か
く
て
、
操
業
不
足
に
陥
る
企
業
が

岡
策
的
利
益
を
忘
れ
て
専
ら
自
己
の
利
径
に
執
著
す
る
立
揚
か

ら
、
完
全
操
業
度
目
標
の
貫
現
を
目
指
し
て
、
需
要
の
刺
戟
、

乃
室
生
産
要
素
白
掻
吉
集
め
に
努
力
す
る
己
と
は
、
会
釜
的
見

四
五
九

第
五
十
四
巻

第
四
腕

グL
五



戦
時
鰻
梼
に
於
け
る
完
全
操
業
度

地
に
於
て
受
賞
で
な
く
、
又
モ
O
手
段
も
大
い
に
制
限
さ
れ
る

忙
至
る
の
は
い
ふ
を
倹
た
友
い
J

戟
時
経
済
に
於
で
園
民
経
済

内
一
一
切
。
生
産
要
素
が
各
々
可
能
的
最
高
也
生
産
性
を
寅
現
す
，

ぺ
曹
E

と
を
要
請
さ
れ
る
白
は
勿
論
だ
が
、
そ
れ
は
岡
氏
経
済

会
憧
の
立
場
か
ら
見
た
重
貼
主
義
的
統
制
に
よ
っ
て
夫
々
に
公

袋
趨
合
的
に
配
置
さ
れ
た
る
各
揚
所
に
於
て
の
高
度
生
産
性
の

護
揮
が
要
請
さ
れ
る
と
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
決
し
て
国
民
経

済
的
公
益
を
基
準
に
し
た
る
計
璽
的
統
制
。
持
枠
を
忘
れ
た
絶

叫
創
的
立
場
に
於

τ、
た
だ
奥
へ
ら
れ
た
る
俸
の
箇
々
白
企
業
が

夫
々
に
完
全
操
業
度
を
紋
持
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
決
し
て
戦

時
経
済
に
於
七
凡
て
D
生
産
要
素
が
可
能
的
最
高
の
生
産
性
を

寅
現
ナ
べ
し
と
要
請
さ
れ
る
己
と
の
意
味
で
は
な
い
。

軍
縮
主
義
的
統
制
は
戦
時
経
済
的
公
益
を
基
準
に
し
て
遁
営

に
民
需
生
産
を
座
-
迫
制
限
じ
怠
け
れ
ば
な
ら
ね
。

E
れ
に
よ
っ

て
閥
係
企
業
が
操
業
不
足
?
に
陥
る
己
と
の
起
る
の
は
必
然
の
成

行
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
少
く
と
も
一
一
胞
は
経
済
的
公
益
に
遡
合

吐
る
mm
態
で
あ
る
。
自
由
主
義
的
秩
序
を
以
て
漫
然
凡
て
の
企

業
が
完
全
操
業
度
を
維
持
す
る
に
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
際
戦
時

， 

第
五
十
四
巻

回
大

O

第
四
腕

ブU
3時

経
済
的
公
益
要
求
の
浦
足
は
透
に
高
度
に
満
足
さ
れ
て
ゐ
る
。

他
方
、
戦
時
計
聾
経
済
的
考
慮
が
必
要
と
す
る
軍
需
D
膨
脹
は
.

債
格
白
吊
上
げ
或
は
そ
の
他
の
方
法
に
主
っ
て
、
単
に
完
全
操

/
 

業
度
目
標
を
第
一
義
原
理
と
す
る
と
い
ふ
各
筒
企
業
的
立
揚
に

捉
は
れ
て
漫
然
制
限
排
除
さ
り
也
べ
き
で
た
い
と
と
は
い
ム
を
倹

た
た
い
。
戦
時
経
済
的
公
益
の
第
一
義
は
、
軍
拡
主
義
的
需
要

は
と
れ
を
積
極
的
に
可
能
的
最
高
度
に
満
足
せ
し
む
る
に
存

L

τ
ゐ
る
。
か
〈
て
、
戦
時
経
済
的
会
盆
は
漫
然
と
凡
て
白
企
業

が
完
全
操
業
度
を
維
持
す
る
己
と
を
詐
さ
一
た
い
し
、
凡
で
の
企

業
が
無
傑
件
に
完
全
操
業
度
目
標
を
逗
求
れ
る
こ
と
は
戦
時
経

済
的
公
益
の
無
視
乃
至
軽
腕
に
陥
る
危
険
が
あ
る
。

し
か
し
、
戦
時
経
済
に
於
け
る
街
々
の
企
業
の
無
傑
件
的
完

全
操
業
度
目
標
が
如
上
の
如
ぐ
公
径
と
矛
盾
す
る
危
険
を
有
L

一
て
ゐ
て
も
、
'
企
業
の
完
全
操
業
度
が
戦
時
経
済
的
余
益
白
見
地

に
於
で
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
と
芳
へ
る
乞
と
は
出
来
た
い
。

何
と
い
っ
て
も
、
生
産
損
充
止
低
物
債
の
一
維
持
と
い
ふ
戦
時
経

一一~.~-~-_.~ ...~ 

一
切
白
生
産
要
素

済
的
二
大
根
本
課
題
は
そ
の
解
決
の
溺
忙
、

が
重
騎
主
義
的
統
制
の
持
枠
内
に
で
最
高
可
能
的
合
理
化
の
仕



方
で
利
用
さ
れ
る
と
と
を
要
請
す
る
。
比
白
見
地
よ
り
見
る
時

一
陀
、
計
霊
的
統
制
下
に
あ
る
凡
て
の
企
業
が
完
全
操
業
度
に
で

蓮
輔
さ
べ
れ
る
己
と
は
、
生
産
費
の
節
約
と
生
産
要
素
白
利
用
と

い
ふ
調
方
面
か
ら
、
右
の
要
請
に
膝
や
る
所
以
回
基
本
的
保
件

I
C

在

る

り

で

あ

る

。

，

it
、

故
Jklw

若
む
街
々
白
企
業
が
利
己
的
関
係
を
中
心
と
す
る
筒

人
的
立
揚
あ
ら
、
そ
の
時
々
白
公
絡
的
要
求
を
無
腕
L
J
専
ら

完
全
操
業
度
の
維
持
を
遁
求
す
る
の
で
あ
る
友
ら
公
益
的
関
係

上
の
有
害
摩
る
結
果
を
招
〈
危
険
が
あ
る
け
れ
E
も
、
企
業
へ

の
計
聾
的
統
制
b
弘
前
提
僚
件
と
す
る
か
空
り
、
企
業
白
完
全
操

業
農
応
就
て
は
、
国
民
経
桝
的
就
中
戦
時
粧
情
的
会
益
。
立
場

亦
ら
見
て
、
ザ
ン
」
ア
イ
ツ
ヒ
視
と
は
呉
れ
る
別
簡
の
意
義
が
見

出
さ
れ
h
H

ぽ
法
ら
ぬ
。
即
ち
完
全
操
業
度
は
一
定
規
模
企
業
の

生
産
陀
於
て
単
位
生
産
費
を
最
小
に
し
、
生
産
要
素
D
利
用
の

合
暖
化
を
可
能
的
最
高
度
に
達
せ

ιむ
る
。
従
っ
て
、
計
書
的

J

経
済
統
制
が
1

筒
々
の
企
業
を

L
て
重
賄
主
義
的
生
産
の
寅
現

を
雄
常
せ
し
む
る
際
に
筒
々
の
企
業
D
完
全
操
業
度
を
基
準
に

し
て
己
れ
を
統
制
す
る
た
ら
ば
、
筒
L
4

咽
企
業
白
闘
す
る
か
ぎ

職
精
油
隣
に
於
け
る
h

完
全
操
業
度

‘4 

り
、
岡
民
経
済
的
需
要
の
重
賠
主
義
的
満
足
は
可
能
的
最
高
度

の
合
理
性
を
以
て
賓
現
さ
れ
る
。

尤
も
企
業
に
於
け
る
各
生
産
要
素
利
用
の
経
済
能
率
は
)
操
業

度
の
み
に
で
は
な
C
、
べ
夏
に
企
業
の
規
模
に
も
依
ム
存
じ
て
円
止
ま

る
。
放
に
、
、
企
業
的
生
産
に
針
ず
る
閥
策
的
計
護
統
制
は
操
業

度
闘
係
以
外
に
、
企
業
の
規
模
の
溺
疋
化
聞
も
一
可
能
的
最
低
車

位
生
産
費
を
保
詮
す
る
企
業
の
規
模
の
賓
現
を
も
追
求
し
て
行

か
ね
ば
注
ら
む
。
己
ぴ
関
係
よ
り
見
る
場
合
に
於
て
、
企
業
が

長
期
的
最
低
費
を
保
詮
す
る
規
模
陀
達
サ
る
告
で
白
費
展
的
過

程
の
上
で
は
、
一
定
の
生
産
量
に
闘
す
る
可
能
的
最
低
睦
位
費

、
用
生
産
が
営
該
生
産
量
に
最
趨
た
る
規
模
の
費
用
調
滅
的
操
業

度
即
ち
不
足
操
業
度
段
階
に
於
て
保
護
さ
れ
る
手
ど
に
注
意
ナ
ム

る
必
要
が
あ
る
u

だ
和
ら
二
定
量
の
生
涯
を
中
心

K
し
て
考
察

す
る
注
ら
ぽ
、
完
全
操
業
度
の
追
求
が
決
し
て
可
能
的
最
高
度

白
経
済
的
生
産
方
法
を
迫
求
ず
忍
所
以
で
な
い
揚
合
も
起
る
。
〆

ぐ
司
し
か
し
、
右
の
如
晋
は
i
f
長
期
的
僚
件
陀
於
J
L
箇
々
の
企
業
一

自
生
産
組
織
を
一
定
需
要
量
?
を
基
盤
-
K
じ
た
る
範
聞
で
可
能
的

最
高
度
民
合
理
化
せ
じ
め
で
、
而
一
也
未
だ
そ
れ
の
↓
規
模
が
所
輿
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職
時
鯉
済
に
於
げ
る
完
全
操
業
鹿

の
技
術
水
準
と
生
産
要
素
債
格
と
が
許
ず
最
低
単
位
費
規
模
K

建
せ
ざ
る
長
期
的
費
用
遮
減
の
過
程
の
上
に
置
か
れ
て
ゐ
る
揚

合
の
闘
係
を
意
味
す
る
己
と
で
、
い
は
ぜ
現
論
的
考
察
上
自
問

題
謝
象
あ
た
る
事
柄
で
あ
る
と
も
い
へ
る
。
従
っ
て
、
現
貴
に

存
す
る
種
々
の
段
階
規
模
の
企
業
を
そ
白
佳
で
生
産
に
従
事
せ

ー
し
む
る
な

ιば
、
箇
々
の
企
業
に
完
全
操
業
度
を
寅
現
せ
し
む
、

Z
と
を
が
、
奥
へ
ら
れ
た
生
産
要
素
を
可
能
的
最
高
度
の
合
理
r

性
を
以
て
利
用
L
N
長
期
戦
経
済
上
Z

最
も
韓
国
戒
す
ぺ
昔
生
産
要

素
滋
費
を
最
高
度
に
防
〈
所
以
と
在
る
。

若
し
、
企
業
の
規
棋
の
影
響
を
も
考
慮
に
入
れ
て
、
操
業
度

の
戦
時
粧
済
的
安
営
性
を
維
持
せ
ん
と
す
る
左
ら
ば
、
計
護
的

経
済
統
制
は
既
存
企
業
中
の
規
模
大
に
し
て
生
産
能
準
優
秀
た

る
も
の
を
順
次
に
選
揮
し
、

E
れ
に
封
じ
て
完
杢
操
業
度
を
基

準
に
し
た
る
計
聾
的
生
産
量
分
権
分
。
寅
現
在
負
槍
せ
し
む
べ

昔
で
あ
る
。
そ
り
際
、
一
定
基
準
規
模
以
下
の
低
能
葬
企
業
は

解
韓
又
は
統
合
せ
ら
る
ベ
昔
で
あ
っ
て
、
不
足
操
業
度
の
佳
に

漫
然
と
凡
て
の
低
能
率
企
業
を
維
持
せ
ん
と
闘
る
の
は
長
期
戦

経
済
下
に
於
一
て
安
蛍
で
は
一
泣
い
。
能
率
的
生
産
を
基
準
と
す
る

ヨ

第
五
十
回
魯

四六一

ブh

" 

第
四
銭

所
の
企
業
白
整
理
、
統
合
は
戦
時
経
済
下
必
至
由
要
請
で
hmるの
企
は
場
ば

そ
の
際
、
成
存
白
能
率
的
企
業
に

τ図
家
的
重
要
危
需
要
の
芳
蹄
同
一
目
出

足
が
不
可
能
友
る
揚
合
に
は
、
、
完
全
操
業
度
主
基
準
に
し
て
、
間
恥
応
酬
中
許

は
程
絶
が

優
秀
企
業
の
新
設
又
は
積
一
肢
示
行
は
る
べ
き
で
あ
る
。
一
一
一
山
町
一
融

:
階
も
就
急

ザ
ン
デ
イ
ツ
ヒ
は
完
全
操
業
度
目
標
は
借
利
主
義
乃
至
企
芽
段
業
に
緊

定
操
業
も

白
自
己
本
位
的
立
揚
に
於
て
品
参
画
す
る
目
標
だ
と
い
ふ
が
、
完
一
且
企
克

に
不
白

全
操
業
度
が
皆
利
主
義
企
業
の
私
的
利
益
に
針
し
て
最
品
遁
合
丹
市
々
h

以
業
筒
、

h

す
る
白
は
、
原
則
的
に
は
、
完
全
競
争
の
場
合
の
み
の
こ
と
で
業
操
剖

企
度
い
草

あ
り
、
且
っ
そ
れ
も
長
期
均
衡
の
揚
合
と
短
期
限
界
食
品
品
に
競
秀
廻
ト
州

優
拘
し
約
J

て
見
た
る
揚
合
白
み
の
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ス
テ
O
見
る
や
う
に
、
闘
。
節

ら
川
市
つ
高
。

無
一
保
件
的
に
で
は
た
仰
が
プ
適
正
た
る
計
叢
的
経
持
統
制
D
持
動
一
町
一
時
唯
一
山

枠
を
前
提
占
'
る
か
ぎ
り
、
完
全
操
業
度
は
周
回
目
制
詰
特
に
戦
時
帥
払
一
段

但
ぎ
宵
度
ね

経
済
的
公
益
の
見
地
か
ら
と
そ
企
業
の
活
動
炊
態
を
規
制
す
る
具
か
ん
町
業
b

白
る
封
操
と

基
準
と
し
て
最
も
軍
要
注
積
極
的
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
策
む
相
会
沈

政
、
し
白
完
性

而
し
て
、
箇
々
の
し
企
業
に
完
全
操
議
度
を
維
持
世
じ
む
る
方
策
済
せ
上
競
市
川

極
拳
済
担
有

如

何

は

白

ら

叉

別

箇

の

問

題

で

あ

る

ロ

蜘

誠

一

一

出

向

現
業
費
か
相
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